


本ブックレットの紹介
はじめに

１．はじめに
この「障害のある人のテレワーク就労及び遠隔訓練
のための支援マニュアル＜ブックレット版＞」は、障害
のある方々の社会での「働く」を支援する方に向けて
作成しています。
私たちは、第4次産業革命と呼ばれるSociety5.0時
代への切り替わりの狭間の時代にいます。これからの
社会は人工知能（以下、AI）やテクノロジー技術の進展
により、産業構造の変化や多くの仕事が変化を余儀な
くされる時代となっています。
この時代を共に生きる障害のある方々の力をより発
揮できるように支援し、自分らしく「働く」実現のサポ
ートをすることは、これまで以上に求められています。
このマニュアルでは「テレワーク」という通勤という勤
務場所に通うことに限定されない働き方を目指すこと
で、広がる選択肢の拡大や新たな産業構造の変化に対
応できる力の育成が期待されます。
このマニュアルが、多くの就労系障害福祉サービス事
業所の方々の日々の実践の一助となり、多くの当事者
の皆様の「働きながら自分らしさを発揮できる日々を
過ごす」ことにつながることを願っています。
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３．用語の整理
テレワークは、「ICT（情報通信技術）を活用し、場所
や時間を有効に活用する働き方」です。テレ（Tele）は
「離れた場所」とワーク（Work）を合わせた造語です。
テレワークの場所は、主に自宅で働く在宅勤務、新幹
線等の移動しながら働くモバイル勤務、会社でも自宅
でもないサテライトオフィス等の場所で働くサテライト
勤務に分類されます。
テレワークと同義語の造語としてリモートワークがあ
りますが、その語源は遠隔（リモート）で働く（ワーク）こ
ととされています。テレワークとリモートワークは厳密
に使用が分けられている現状ではありません。
本マニュアルではテレワークとして用語を使用します。

またテレワークで働く力を高める訓練では、遠隔訓練
が必要になります。遠隔訓練には、自宅と事業所間で
訓練する在宅訓練やサテライトオフィスと事業所間で
行うサテライト訓練など、その訓練生がどの場所で訓
練するかによって、名称が分けられます。本マニュアル
では以下のように用語を整理して使用します。
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Society5.0時代とテレワーク

日本社会はSociety５.0時代に入っています。Soci
ety５.0時代とは、第４次産業革命と呼ばれる社会変
革が起きている時代です。この産業革命では、情報技
術を中心に、人々の生活や産業が変革され、持続可能
な社会の実現が目指されています。AI、ロボット、ブ
ロックチェーン、ビッグデータ、クラウドコンピューティ
ングなどの先端技術が活用され、様々な分野で生産性
や効率性の向上が期待されています。
具体的には、医療や介護分野でのロボット技術の導
入、Iot技術を用いたスマートシティーの実現、自動運
転走行車の普及、農業や漁業の自動化など人口減少
が見込まれる社会において、社会機能の維持をこれら
の技術革新において解決する取り組みが進められて
います。
Society 5.0では、テレワークが一層普及すること
が期待されています。テレワークは、従来のオフィス勤
務ではなく、自宅やサテライトオフィス等の場所に限定
されずに働くことを指します。新型コロナ禍によって、
社会機能を維持する１つの方法としてテレワークは急
速に普及し、こうした経験からテレワークによる課題解
決がより一層重視されています。
テレワークの普及により、通勤時間の削減や、地方創
生の促進、働き方改革の推進など、多くのメリットが期
待されています。
特に障害のある人にとってのテレワークで働くこと
は４つの側面から重要な課題の解決を図る働き方１つ
の選択として意味づけられます。
Society５.０では、産業構造の大きな変化が生じま
す。この産業構造変化では、障害の有無に関係なく仕
事の中身や求人のある職種が変化していきます。こう
した変化へ対応していくことは、「働く」上で大きな課
題となっていきます。

こうした変化へ対応していくことは、「働く」上で大きな課
題となっていきます。
この時代変化に応じた新たなスキルの獲得はリスキリン
グと呼ばれていますが、障害の有無に関わらずこのリスキ
リングは労働者の課題となっています。
障害のある人がテレワークで働くことは、不足している情
報技術を用いた社会革新を支える人材としての活躍への期
待、人口減少に伴う交通網の過疎化の影響による通勤困難
の課題解消、障害者雇用を進める企業の対象地域の広域化
への対応といった４つの側面からその意義があります。
「テレワークで働く」選択肢を考えることで、さまざまな社
会課題が解決し、一人ひとりの最適な働き方を実現するこ
とにつながる可能性があります。 障害のある人が「自分ら
しく働き」、社会で活躍することを支える就労系障害福祉
サービス事業所にとって、テレワークで働くことの理解を深
めることは、Society５.0時代の就労支援を考える上で重
要になります。

図出典：Society5.0(内閣府)
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２．「テレワークで働く」ことの位置づけ
「テレワークで働く」ことは、都市部と地方部では、そ
の位置づけが異なる場合があります。都市部では、新
型コロナ禍における通勤による感染拡大防止の取り組
みの結果と職場のデジタル化やDX（デジタルトランス
フォーメーション）の取り組みの促進といった点から、
職種や業務部署によっては、完全テレワーク型やハイ
ブリッド型を勤務形態の原則として取り組まれている
場合もあり、個人のニーズや希望といった観点だけで
なく、職場や業務の結果として「テレワークで働く」こと
が求められることもあります。

１．「働く」こととテレワーク
「働く」上では、多くの場合、勤務先へ通勤することが
求められ、職場によっては、通勤できる場所へ転居し
たり、通勤の課題を軽減するために勤務先を変更する
など、生活の場と働く場を成立させることは、「働く」上
で重要な要素の１つとなっていました。
新型コロナ禍を経験したことで、「働き方」の多様性
の一つとして捉えられていた、テレワークが、「働く」こ
とを継続するための手段の１つとして位置づけられ、
国内では、多くの人が一時的にでも職場以外の自宅や
サテライトオフィスなどから「働く」ことを体験しました。
このことは、「働く」上での通勤に対する意識や前提を
大きく刷新させるきっかけとなりました。
障害のある人にとっては、本人に必要な配慮や工夫、
発揮できる力と職場環境とのマッチングは重要になり
ますが、就職するために引っ越しをして、生活圏域を変
更することは、通院や支援機関との連携などの支援体
制の維持という視点からも容易ではありません。
こうした課題の前提を解決する１つの方法の一つと
して、毎日の通勤を前提とせず、「テレワークで働く」が
あります。

障害のある人の働くとテレワーク

型で週の2日や月の数回の通勤なら成立するというこ
ともあります。
「テレワークで働く」が企業にとって特別なことでは

なく，働き方の１つのカタチとして普及したことは、障
害のある人が働く企業を探す場合に、必ずしも生活の
場と近い企業という選択肢だけにこだわることなく、
その企業とのマッチングの可能性を幅広く探れるとい
う点に大きな可能性を示しています。
「テレワークで働く」ことを１つの選択肢として考える
ことで、障害のある人にとって「自分の力を発揮でき
る場所」の制限が小さくなり、マッチングの可能性が広
がることは、大きな希望となります。

一方地方部では、人口減少や新型コロナ禍による影
響によって、公共交通機関の減便などの利便性の低下
によって毎日通勤することが困難になったり、毎日通
勤できる範囲では、本人の希望する仕事とマッチング
できずに、本来の希望に必ずしも沿わない仕事を選択
する結果になる場合もあります。こうした場合、通勤を
前提としない「テレワークで働く」ことは、自分の目指
すキャリアや仕事に対して、希望に沿った働き方を実
現するための可能性を高めるための手段の一つとして
位置付けられます。

通勤

３
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「テレワークで働く」には、原則通勤を前提としない「フ
ルタイム」と呼ばれる完全テレワーク型の働き方と、週
や月の一部を通勤し、テレワークと組み合わせるハイ
ブリッド型のテレワークもあります。週5日の通勤を前
提とすると、通院や体力との兼ね合いからハイブリッド



取り扱っていた業務は、「資料作成・文書作成（54.
0％）」が最も多く、「事務に関連する軽作業に当たる業
務（33.3％）」、「経理・会計に係る業務（27.0％）」、
「ローデータ入力及び修正に係る業務（23.8％）」、「営
業支援やスケジュール調整に係る業務（20.6％）」、
「給与支給・精算事務に係る業務（19.0％）」、「システ
ム開発・ソフト開発・プログラミングに係る業務（19.
0％）」、「ホームページの保守管理・検査に係る業務（1
5.9％）」、「ネットワーク・サーバーシステムの管理・監
督に係る業務（12.7％）」、「CAD等設計図作成に係る
業務（11.1％）」などが実施されていました。

１．テレワーク開始のきっかけ

企業で「テレワークで働く」の実際

テレワークで働く上で、使用しているツールは、在籍
管理や業務管理ツールでは、Ｔｅａｍｓ（Microsoft社）
が最も多く用いられており、遠隔会議システムでは、T
eamsに加えて、Zoom、Google Meet、Cisco W
ebexが使用されていました。
また日々のコミュニケーションとしては使用している
チャットツールでは、Teamsの他に、Slack,Chatwo
rkなどが用いられており、その他には、チャットツール
を用いずにＥｍａｉｌのみの回答もありました。

企業で働く障害者のテレワーク勤務の実際について
紹介します。本研究事業において202１年１２月から2
022年3月に全国の１１００企業(特例子会社570含
む）を対象にオンライン調査を実施しました。その結果
184社より回答いただき(回収率：16.7％）ました。そ
の結果、184社の内63社がテレワーク勤務を実施し
ていました。この結果から「テレワークで働く」の実際
についてみてみましょう。

２.テレワーク勤務で取り扱っている業務

３．使用しているツール

４．支援機関に求めること

最も多いテレワーク導入のきっかけは、「新型コロナ
感染症拡大防止のため（68.3％）」であり、次いで「通
勤困難な勤務者のため（44.4％）」、「障害のある従業
員の環境の改善のため（34.9％）」が多いきっかけで
した。

障害のある従業員がテレワークで働く上で、支援機
関に求めることとしては、「当事者のPC等の向上を促
す訓練の充実」、「当事者のテレワーク業務を円滑にす
るコミュニケーション力の育成」、「当事者自身の障害
特性を踏まえた自身の工夫と周囲の配慮とのバランス
を見つけるための訓練の充実」、「障害者のテレワーク
勤務におけるジョブコーチ（職場適応援助者）による専
門的な支援の提供」、「障害者のテレワーク勤務を円滑
にするための支援ポイントについての研修の提供」と
いう順で支援機関に求められていました。
新型コロナ感染症対策がきっかけとなって開始され
た実態が多いことが確認されましたが、今回の回答の
あったテレワーク勤務を実施している企業の半数以上
が今後もテレワーク勤務を継続予定であるとの見解が
示されていました。

文書作成

経理・会計

給与支給・精算

Webサイト保守管理
ネットワーク管理

プログラミング

データ入力

事務関連軽作業

CAD等設計

複数のツールの組み合わせ

31.6%
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「ジョブコーチによる
専門的な支援」

「自身の工夫と配慮のバランスを
みつける訓練の工夫」

「コミュニケーション力の育成」

「PC等スキル向上の訓練の充実」

「その他」
「支援ポイントの研修」

感染拡大防止
通勤困難の課題解決
従業員環境改善

新型コロナ禍
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Society５.0時代は第４次産業革命とも呼ばれてお
り、この時代の仕事は大きく４つの仕事へ分類されて
いると考えられています（経済産業省、2017）。
まずは「AIやロボット等に置き換わる仕事」です。こ
の領域の仕事は、定型的な繰り返し、一致性の確認な
どの比較的変動性の低い仕事が該当します。例えば、
飲食店の給仕や衣料品店等の支払いなどの会計作業
の自動化が該当します。
「AIやロボット等とすみ分けた仕事」の領域の仕事は、
動物のお世話や小さな子どもや高齢者の食事や排泄
の介助などの身体性を必要とする作業など現在のAI
やロボット等では、得意でないとされる状況に臨機応
変に応じることが求められる仕事が該当します。
人の身体性や細やかに変化する対象の心理状況に応
じた対応などのAIが不得意とする領域のスキルが主
に求められる仕事になります。
「AIやロボット等と共に働く仕事」は、人とAIとロ
ボット等が共に１つの作業をやり遂げるようになりま
す。例えばビルメンテナンス清掃等の床面の清掃など
はロボット等が行い、細かなロボット等では対応が困
難な部分は人が行うといったように、作業を手分け分
担するスタイルやAIやロボット等がより効果的に作業
ができるようにその作業の前後を人が担うなどが考え
られます。農作物等の収穫後の選別・選定の作業と箱
へ納める作業を分担するなどもこの領域に該当します。

Society５.0時代における「働く」の未来予想図

AIやロボット等を創りだし新たなトレンドを生み出す
仕事」は、AIやロボット等を作り出すために必要なAI
やロボット等に学習させる素材を作り出す仕事や、シ
ステムやアルゴリズムの開発などが該当します。具体
的にはデータに定義づけするアノテーション業務やス
マートフォン等で使用するアプリのテストを行い、バグ
を発見したり、セキュリティを確認する仕事などが該当
します。
実際にこの領域の作業を訓練内容にしている就労継
続支援A型事業所、B型事業所や就労移行支援事業所
も増えてきています。これからの「働く」の未来がどの
ように変化していくのか、そこを見据えて就労系事業
所の取り組む訓練の内容を検討していくことがこれま
で以上に重要になってきています。
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社会がSociety５.0時代になることで、アナログか
らデジタルへ変革していくことをデジタルトランフォー
メーション（以下、DXとする)と呼びますが、このDX
には、３つの段階があります。
手書きやプリント媒体などのアナログ素材をデータ
化・オンライン化する段階にあるデジタイゼーション（D
igitization)、そのデータ化・オンライン化されたもの
をデジタル技術を用いてつなぎ合わせて機能を持た
せるデジタライゼーション（Digitalization)、デジタ
ライゼーションされたものが、それぞれの社会や生活
場面において繋がり、人々の生活をあらゆる面で変化
させていき、社会のビジネスの変革や生活様式の変化
にデジタル技術が浸透していくデジタルトランスフォー
メーション（Digital Transformation)段階のDX
の段階です。それぞれの段階では、さまざまな仕事が
あり、実際に全国の就労系障害福祉サービス事業所で
も取り組まれています。 具体的には、デジタイゼー
ション段階の仕事として、データ入力や音声データの

データワーク産業の仕事

文字起こし、手書きデータ、書籍等のスキャンなどのP
DF作成、塾の採点業務などアナログ素材をデジタル
へ変換する仕事があります。
その次にデジタライゼーション段階として、アノテー
ションやデータを整えるデータクレンジング等のAI等
の機械学習の素材を作る仕事があります。AIに関連す
るものの他には、アプリ開発やイラストデザイン、グラ
フィック作成などのデータの加工や分析、テスターと呼
ばれるチェックやバグの検出をする仕事などがありま
す。
専門性の高い分野にはAIやロボット等のプログラム
を作る仕事があります。ここには、データサイエンスや
統計分析、アルゴリズム開発、システム開発などが該当
します。
これらのデータワーク産業において、紹介したいずれ
の段階でも就労系事業所で取り組まれていることが確
認されています。また視線入力や特別な入力装置を必
要とする重度身体障害のある方がeスポーツを通じて
PCスキルを獲得し、「テレワークで働く」に至っている
事例などもあります。
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テレワークを目指す支援の流れ

ここでは、テレワークによる就労を目指す支援の過程
を確認し、それぞれのチェックポイントについて見てい
きましょう。
１．インテーク
まず訓練生がテレワークによる就労や遠隔訓練を希
望した場合、その動機やそれまでの就労や訓練内容、I
CTレディネスと呼ぶ訓練生の日常的なICTツールの
活用状況やPC等の操作スキルの程度、家庭環境など、
テレワークを目指す訓練の基礎情報を確認しましょう。
その際には、テレワーク目指す訓練の流れや遠隔訓練
における注意事項などについて説明しましょう。
２．支援の方向づけと合意
訓練生にICTツールを操作させてトライアルなどを
行い、アセスメントを実施し、訓練の目標設定やジョブ
ガイダンスを行い、訓練生と支援内容について合意形
成を図りましょう。
３．訓練前期
訓練生のスキルの程度に応じた作業マニュアルの作
成や遠隔訓練に必要になるICTツールを用いた複数
のコミュニケーション技能やリラクゼーション技能の獲
得を目指しましょう。遠隔訓練では、ICT端末の問題や
インターネット接続の課題が突発的に発生する場合も
想定されます。こうした課題が生じた場合の問題解決
についても、複数の方法から解決する知識や技能の獲
得を目指すことが大切になります。
４．在宅訓練・遠隔訓練
事業所への通所以外での訓練実施の場合、訓練生の
自宅やサテライトオフィスの活用、事業所内での建屋内
の階層分けされた空間による遠隔環境による訓練と
なります。この段階では、訓練前期で習得した技能を
基に遠隔環境で、どの程度作業遂行ができるのか、実
際に遠隔環境で訓練をすることで、訓練生自身の体感
や新たな気づきや課題点などについて、確認しながら、
遠隔訓練を実施します。

テレワークを目指す支援の過程

5.訓練後期
実際の就業場面を模した環境や作業内容について遠
隔訓練や通所訓練などを組み合わせながら、技能の向
上及びテレワークで働く上での訓練生の自己理解の深
化を図ります。高いパフォーマンスを発揮するために
必要な環境調整を行い、訓練生の自己マニュアルの作
成、テレワークで働く上で、必要になる合理的配慮のポ
イントなどを整理していきましょう。
６．インターンシップ・実習
実習の協力企業や就職を希望する会社等の受け入れ
先での実体験によるフィードバックや課題点の整理を
行います。
訓練後期で作成した自己マニュアルや必要な配慮や
工夫について実際に体験することによって、より具体
的な職業課題や環境調整が明確になり、訓練の成果を
確認することができます。
７．就職
通勤型での就職と同様に、労働条件や勤務形態の確
認、労使契約の締結などの必要な手続きについてサ
ポートしましょう。テレワークでの就労の場合には、日
常的に家庭で勤務することになる場合が多いので、家
庭環境の確認や調整、訓練生の居住地域の支援体制
の確認や緊急対応が必要な場合が発生した際の地域
での連携体制について、就職先担当者も含めて確認を
するなどのサポートも大切になります。
８．職場定着
定期的な状況確認やフィードバックを行うなどの定
着のサポートが必要になります。訓練生が希望する場
合には、就労定着支援事業所やその他の支援機関との
連携体制を構築し、安定した職場定着が図れるように、
就職先企業と調整していきましょう。

７
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職業準備性と遠隔コミュニケーションスキル

職業準備性とは、職業生活をはじめ、継続するために
必要とされる条件であり、職務を遂行するのに必要な
技能である「職業適性」、職業生活を維持するための基
本的労働習慣、他者との関わりを保つ対人スキル、
日々の生活を維持する日常生活管理と心身の健康管
理によって構成されています。
Society5.0時代では、 テレワークで働くことだけ
でなく、日常的に遠隔会議システムを用いたコミュニ
ケーションや、Teamsなどのコラボレーションプラット
フォームを用いて報告・連絡・相談が必要とされていき
ます。こうしたICTツールを用いて遠隔でコミュニケー
ションを図れる力は、基礎的な労働習慣の一部として
位置づけられます。遠隔でもコミュニケーションを図る
には、PCやタブレット端末、スマートフォンなどを用い
て、Teams等のファイル共有や情報共有を行うツール
やチャットツール、遠隔会議システムツール、オンライン
フォーム等を組み合わせながら、働く上で必要な情報
のやり取りをすることは、今後さらに働く人の基礎的
なスキルとなっていきます。
このように 社会全体の働く上で求められるスキル
が変化していく、Society5.0時代に対応するために、
日々の事業所における訓練のアップデートを行うこと
は、就労支援を行う上で重要な取り組みになります。

「テレワークで働く」ことを継続するために大切な視
点になる力としてエンプロイアビリティがあります。
エンプロイアビリティは「雇用される力」とも表現され
ますが、障害の有無に関係なく社会人として働き続け
る上で重要になる基礎力として厚生労働省（2011）に
よって紹介されています。具体的には、「職業意識・勤
労観、責任感、向上心・探求心」という土台の上に、3つ
の領域として「チームで働く力」、「前に踏み出す力」、
「考え抜く力」が位置づけされています。「チームで働く
力」は発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ス
トレスコントロール力で構成され、「前に踏み出す力」は
主体性、働きかけ力、実行力によって構成されていま
す。「考え抜く力」は課題発見力、計画力、
想像力で構成されています。このエンプロイアビリティ
は、社会の中で働く上で必要になる基礎力でもあり働
き続けるための継続力としても整理されています。こ
の力に加えて、テレワーク特有の業務管理、作業環境
の調整、自己発信スキルなどのスキルを獲得し、高め
ていくことが大切です。

８
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２．遠隔訓練のガイドライン
就労移行支援、就労継続支援における在宅での訓練
等の提供については、厚生労働省より発出された通知
「平成19年4月2日障障発第0402001号厚生労働
省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課長通知「就
労移行支援事業、就労継続支援事業（Ａ型、Ｂ型）にお
ける留意事項について（通知）」にて定められています。
こちらの通知は在宅訓練を始める場合には、最新版を
必ず確認をしましょう。
「就労系障害サービスにおける在宅でのサービス利用
にかかるガインドライン」
＜https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/
000770977.pdf＞

遠隔訓練を実施するためのルールの理解

ガイドラインでは、運営規程への明記、訓練・支援状
況の記録について、作業・訓練内容の確保に関する留
意事項や1日２回以上の確認や日報の作成とフィード
バックについてなど、訓練の質を担保するための事項
が設定されています。通所と在宅やサテライトオフィス
等の併用、１週間に１回以上の通所・訪問又はICT機器
による評価、原則１回以上の通所、訪問による達成度
評価など、訓練の質を維持するための留意事項が示さ
れていますので、これらのポイントを理解した上で遠隔
訓練を取り組みましょう。
また遠隔訓練においては、訓練生の安全と安心を確
保できる工夫や関係機関や関係者との連携体制の構
築、日々の訓練の記録と即時的に訓練の進捗や内容を
確認できる工夫によって、訓練の質を維持し、訓練生
の力を高めるための効果的な遠隔訓練の実施に努め
ることが大切です。こうした遵守事項については、事業
所内での共有はもちろんのこと、訓練生にも明示し、
遠隔訓練開始前に双方の合意事項として確認しておく
ことが求められます。

１. 遠隔訓練の種類
テレワークを目指す訓練では、対面訓練だけでなく、
離れた環境でコミュニケーションを図り、業務を遂行で
きる力の獲得が必要になります。そのため遠隔訓練は
その過程で必ず必要になります。この遠隔訓練には、
訓練生の自宅と事業所で実施する在宅訓練や、事業所
ではない場所のオフィス等と事業所でつなぐ、サテラ
イトオフィス訓練、事業所の中で、階層違いや部屋を隔
てるような空間違いで実施する事業所内遠隔訓練の３
つに大きく分けることができます。
事業所内遠隔訓練は、事業所へ通所しているので、
何かあればすぐに職員が訓練生の様子を確認したり、
その場所へ駆け付けることは容易です。一方で在宅訓
練やサテライトオフィス訓練は、事業所へ物理的な距離
があるため、その前提において訓練内容の円滑な遂行
や訓練中の安全確保、訓練の質の確保という点におい
て、ガイドラインが設定されています。

９

９



テレワーク就労を目指す遠隔訓練を進めるには、テレ
ワークを整理するための要素についてまず理解をしま
しょう。
１．遠隔訓練に必要な要素
遠隔訓練を成立するには、「情報共有とコミュニケー
ションの工夫」、「訓練と業務の管理方法の工夫」、「情
報システムの工夫」、「作業環境」、「ＩＣＴレディネス」、
「個人の適性」の6つの要素が影響していることを理解
することが大切です。
それぞれの要素では、「何の組み合わせ」を採用する
か、「どのような方法で行うか」などの視点から事業所
に応じて選択していくことが必要になります。
遠隔訓練を行うときには、様々な作業内容が取り扱わ
れることがありますが、テレワーク就労を目指す場合
には、必ず「業務指示や報告・連絡・相談」、「資料の共
有、成果物の提供」、「コミュニケーション」、「進捗確認」、
「作業訓練」を遠隔環境で成立できるように訓練する
ことが必要になります。この遠隔で働く上で基本とな
るスキルを獲得できるようにするためには、様々なア
プリケーションツールを組み合わせて実施することが
必要になります。
２．訓練のポイントとツールの活用
例えば、「業務指示や報連相」や「作業訓練」を行う場
合には、チャットや投稿スレッドやオンラインフォームを
用いるなど、これまで対面において、印刷物や掲示物
などを用いて、口頭によるやり取り中心に行っていた
ものを、こうしたツールも組み合わせて実施すること
により、対面の口頭のみでなく、物理的に離れた環境

においても、「業務指示や報連相」を行えるスキルが獲
得され、「作業訓練」を行うことができるようになりま
す。 一般的にテレワークで働く上で活用されているク
ラウドフォルダやコラボレーションプラットフォームと
なる Teams のチャンネルや Google クラスルーム
などを用いて資料の共有や成果物の共有などを行う
ことも可能です。こうした複数のツールを用いて訓練
することで、訓練生のICTレディネスを更に高めること
が可能になります。
訓練の過程では、訓練生が一番力を発揮できる作業
環境について確認しましょう。
個人の適性では、「遠隔」であることが故の対面と異
なるスキルが求められる点や相手から「察してもらう」
ことができないことによって生じやすくなる「孤独感」
などを体験した上でも「遠隔」であることを前向きに捉
えらえるかという点は、訓練の過程で確認すべきポイ
ントになります。

遠隔訓練のための工夫のポイント10
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訓練のやり方のアップデート

A B

就職後に企業の DX 進展や働き方改革などで、通勤
と在宅勤務を組み合わせたハイブリッド勤務を前提と
することに企業の方針が転換されたり、部署によって
は原則在宅勤務が求められる場合も今後は増えてくる
こともあるかと思います。今後予測される社会の働き
方の変化に対応できる力の育成を充実させるために
は、遠隔訓練を標準的な訓練として取り入れることは、
有益な工夫になると思われます。
従来の訓練のアップデートとしては、「訓練で行う中
身を考える」アプローチと「訓練で行うやり方を考え
る」アプローチの訓練の２つの側面からのアップデート
が可能です。各事業所のICT等の整備状況や準備状況
によっても、どちらのアプローチから着手するのが良
いか最適なアプローチは異なりますので、事業所の実
態と目指す支援内容に応じて、無理なく取り組めるこ
とから選定しましょう。
進捗管理や作業訓練におけるレクチャーなどは、遠
隔会議システムを活用してリアルタイムで行う選択肢
の他には、事前に記録している動画を、いつでも視聴
できるレクチャー動画として活用することで、個々の

進捗状況や確認したいポイントについて、何度でも視
聴し直すことができるメリットもあります。また動画以
外にも写真で記録を残すことで文字だけでなく視覚情
報を豊富にしたマニュアルや手引きの作成もより効果
的な教材として活用することが可能になります。
テレワークでは、よく物理的距離があることによる孤
独感を伴うとして注意点が示されますが、こうした孤
独感の解消や同一空間に居るときと同じようなコミュ
ニケーションを円滑にするツールとして、バーチャルオ
フィス（仮想空間オフィス）を同時に用いた働き方も定
着してきています。このバーチャルオフィスは、Web 
ブラウザー上で特定の URL から入ることが可能であ
り、相手が何をしているのか、今話しかけることができ
るタイミングなのかなどを視覚的に捉えることができ、
実際にオフィス空間に居るときと同じようにコミュニ
ケーションを図ることが容易になります。遠隔訓練に
おけるバーチャルオフィスの具体的な活用方法につい
ては、「 Society５.0時代の新たな働くを創出する障
がいのある人のテレワーク就労及び遠隔訓練のための
支援マニュアル（巻末にURL及びQRコード）」をご参
照ください。

11
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訓練生がテレワークによる就労の可能性を高めること
を目指す訓練を希望する場合に準備状況を確認するポ
イントについて紹介します。
1.目標や目的の明確化
まずテレワークの働き方を目指すのか ICT スキルを
高めて通勤による就労を目指すのか、ハイブリッド通勤
による働き方を目指すのか、自分の目指す就労や自己像
のイメージを確認しましょう。その上で到達したいスキル
のイメージや取得を目指すスキルについて、支援者と対
話をしながら共有しましょう。その上で、事業所で提供で
きる訓練やそのプログラムの特徴などについて説明し、
訓練の過程のイメージを共有できるようにしましょう。
2．遠隔訓練に対する前向きな挑戦する気持ち
遠隔訓練では、本人のモチベーションややる気を維持
することはとても大切になります。同じ空間に支援者や
他の訓練生がいない、不安感や焦りなどを感じやすい環
境でもあることを理解した上で、それでも遠隔訓練を前
向きに捉え、挑戦する気持ちが持てているか確認しま
しょう。
3．ICT レディネスの確認
遠隔訓練を行う上で、必要な準備や障壁となる事象を
予測するためにも、本人のこれまでの PC やタブレット
端末、スマートフォン等 ICT 端末の使用歴や日頃の使
い方、これまで使用したことのあるアプリケーションやソ
フト、作業など、どの範囲のことが経験があるのか、ICT 
活用における準備性について確認をしましょう。このレ
ディネスの違いによって、遠隔訓練を円滑に進めるため
のスタートポイントを変えるなど、本人のステージに応じ
た個別最適なプログラムを構成することが大切です。ま
たこの ICTレディネスを確認することで、本人にも、これ
までの経験の他にどのようなスキルをつける必要があ
るのかについて具体的にイメージをもつことも可能にな
ります。

4．家庭環境の ICT 整備
遠隔訓練を行う場合には、主に訓練をする場所の作業
環境を整備することが大切です。多くの場合、自宅等が
作業境境になることが多いと思われます。その場合、作
業を行うに十分な空間が確保されているか、机やいす、
PC 等の配置は無理な姿勢でなく、作業を行いやすく
なっている、室温や湿度の調整は可能か、照明は作業に
支障のない調整が可能かなど、実際に訪問し、作業環境
を確認し、必要な改善があれば、それは家族の同意を得
られるかなども大切なポイントになります。またインター
ネット環境についても確認しましょう。インターネット環
境として遠隔訓練において、リアルタイムの遠隔会議シス
テムを利用して、訓練を行う場合には、通信速度環境が
安定しているのか、実際にインターネットへ接続して回線
速度の測定をするなども大切です。テレワークや遠隔訓
練では、情報セキュリティの観点から、遵守べき事項や、
適切なインターネット設定、セキュリティ対策や理解をし
ておくことが大切です。この点についても合わせて確認
しましょう。具体的な推奨する作業環境などは、厚生労
働省の「テレワークの適切な導入及び実施の推進のため
のガイドライン（https://www.mhlw.go.jp/conten
t/000828987.pdf）」 な ど を 参 照 い た だき、作
業環境のポイントを確認しましょう。

訓練生の準備事項と確認のポイント12
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〇タイプⅠ（マッチング先開拓重視支援）
ICT レディネスも高く，エンプロイアビリティも高い
状態にあり，その支援の方向性は，本人の持っている
力と職務内容のマッチングや既に獲得しているスキル
の向上や使用ツールに拡充のための訓練，ジョブマッ
チングの体験のための実習など重要視されるようにな
ります。

訓練生のタイプと支援の方向性

〇タイプⅡ（代替スキル獲得重視支援）
ICT レディネスは高い状態にあるものの，エンプロイ
アビリティに関連するソフトスキル面の課題が確認さ
れる状況です。その支援の方向性としては，タイプ1と
同様に職務内容の選定やツール使用スキルの拡充に
加え，苦手とするコミュニケーションスキルやストレス
マネジメントスキルなどの領域の訓練や，苦手とする
スキルの代替的方法の選定や獲得といった環境調整
と工夫を獲得することがそのねらいとなります。

〇タイプⅢ（ICT スキル汎用重視支援）
エンプロイアビリティ領域は高いが，ICT レディネス
が低い方になりますので、ICT 機器の使用経験の不
足や ICT 使用の基礎的体験によるスキル獲得が重視
されるようになります。様々な作業の体験やスキルの
獲得によって、従事できる職務内容の拡大を目指しま
す。タイプⅢの方は、その訓練期間はタイプⅡと同様に
中長期的視点をもって取り組むことが必要になります。

〇タイプⅣ（適性判断重視支援）
訓練生はテレワークによる就労を目指して在宅訓練
を希望されているけれども、エンプロイアビリティ、ＩＣ
Ｔレディネスいずれも現状は低い状態にある方になり
ます。このタイプは、タイプⅢと同様に ICTツールの使
用経験の積み上げや、基礎的なスキルの獲得、苦手と
するコミュニケーション等のスキルの代替方法の獲得
などを模索することになります。このタイプの支援にお
いては、スモールステップで進めていくことになります
が、この過程におけるスキル獲得のスピードや状況、本
人の訓練における体感などを確認しながら、当初本人
が希望するテレワークによる就労への適応性があると
評価できるか、といったその方向性を確認することも
支援の視点に含まれてきます。このタイプの訓練期間
は、長期間の訓練となることを前提として、そのプログ
ラムやステップを整理し、適宜アセスメントの結果を本
人へもフィードバックしながらその方向性を調整する
ことが重要になります。

タイプⅣがタイプⅡ又はタイプⅢへ変化していくこと
もあり、時にはタイプⅠへと変化していくこともありま
すので、訓練の過程を細かに評価していくことが大切
になります。

A B

1３
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○障がいのある方の全国テレワーク推進ネットワーク
（全障テレネット）
全障テレネット（障がいのある方の全国テレワーク推
進ネットワーク）は、ＩＣＴ活用で障害者の就労・就職支
援を行っている全国９団体によるネットワーク組織で
す。現在、障がいのある人に「在宅テレワーカー」として
力を発揮してもらうことを考える企業も増えてきまし
た。この新しい雇用の形はコロナ禍の後押しもあり、更
に注目されることが予想されます。 一方で、企業で雇
用されて働くことは困難であっても、IT を使った仕事
で社会と繋がりを持ちたいと考え、フリーランスや社
会就労のサービスを利用する方々も大勢います。 当
ネットワークは、長年障がいのある方のテレワークに関
わる支援を行っていた団体が集結し、より積極的なテ
レワーク推進を目的とした全国的なネットワーク組織
です。 団体メンバーは、北海道、関東、中部、中四国と
広域であり、かつ、その組織の形も、非営利団体、企業、
第３セクターなど多様であるのが特徴です。

ここでは，今後障害のある方のテレワーク就労を支援
する上で有益な情報となるリソースを紹介したいと思
います。
この支援マニュアル＜ブックレット版＞は、「Society
５.0時代の新たな働くを創出する障害のある人のテレ
ワーク就労及び遠隔訓練のための支援マニュアル」か
ら主要なポイントを抜粋した簡易版となります。このマ
ニュアルは、テレワーク就労推進プラットフォームにお
いて、これらのマニュアルに関連する動画や支援マニュ
アルの完全版のダウンロードが可能になります。また
このプラットフォームでは、セミナー等の情報について
も随時提供していきますので、テレワーク就労や遠隔
訓練に関する情報を把握したい方は、＜https://ww
w.teleworkbridge.org/>を閲覧ください。

情報リソース

こちらのネットワークでは、障害の
ある人のテレワークの実際について、
オンデマンド視聴できる素材を公開
しています。

重度の身体障害の方から難病の方まで様々なテレ
ワーク事例とその支援のポイントについて公開してい
ます。
＜https://www.youtube.com/@user-mx6yc7ln2
z/videos ＞

本研究事業の調査より、企業の障害者雇用のテレ
ワーク実態でTeamsを用いた働き方が多いことが確
認されたことから、就労系障害福祉サービス事業所に
おける訓練へのTeams導入をサポートするために、
ご協力いただき、就労系障害福祉サービス事業所向け
の「McrosoftTeams 使い方ガイド」を作成いただき、
HP へ公開いただきました。 これから遠隔訓練や
日々の通所訓練においてもTeamsなどのコラボレー
ションプラットフォームを用いて訓練をアップデートを
検討される方はご覧ください。
＜https://www.microsoft.com/cms/api/am/
binary/RE52nRh＞

○日本テレワーク協会
＜ https://japan-telework.or.jp/ ＞

日本テレワーク協会は、国内のテレワークに関する動
向や各種マニュアルなどの公開を行っている協会です。
最新のテレワークに関する動向や施策に関連する情報、
テレワーク導入による効果などの様々な情報を公開し
ています。またテレワーク導入のポイントやそれらに関
わる勤務規則の例など様々な実践事例が掲載されて
います。

＜https://www.microsoft.com/ja-jp/
enable/work/＞
Microsoft 社では、「障碍のある方の就労 / 
雇用について」において、IT を用いた障碍の
ある方向けの IT ラーニングプログラムや就労
事例などを紹介しています。 また障碍別の困
難別のガイドが公開されています

○ MicrosoftTeams就労系事業所向け情報及び使
い方ガイド

＜MicrosoftTeams
使い方ガイド＞

ダウンロードQRコード
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